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1. 衛 生加工糸（パーマケム添加ナイロン糸）使用の

靴 下につき，抗菌抗徴効果を測定し，実用面における有

効性を検討した。
2. の試料：衛生加工糸（パーマケム添加ナイロン糸）

使用の靴下，未加工ナイロン糸使用の靴下（Ｔ社）②菌

株：Trichophyton   枇entagrophytes は じ め４種の 真

菌,   Staphylococcus  匹reus  209 p. はじ め10 種の細菌

③培地：感受性ディスク用培地，サブロ―寒天培地，ト

リプトソイブイヨン（Ｎ製薬） ④抗菌抗徹効果の 測定

方法：原則としてJIS, ASTM,  AATCC に よ る試験方

法を参考とした。……⑥試料を径15mm の円形に切り取

り，菌を塗布した培地上に置き，細菌は37 °Cで１日，真

菌は25 °Cで７日培養，阻止円の大きさから効果を測定。

⑥試料を水で抽出した液についてはドリプトソイブイヨ

ンで倍数稀釈，菌液を加え培養，菌の発育阻止により測

定。

3.    Trichophyton など 真菌類及びブドウ球菌などグ

ラム陽性細菌に対して，衛生加工靴下は，極めて効果的

な抗菌抗徹作用を示したが，大腸菌などグラム陰性梓菌

に関しては無効であった。また合成洗剤により100 回以

上洗たくを行なっても，対照との間に著明な抗菌抗徽効

果の差が認められず，効果の持続性を確認し得た。以上

の結果から／被検試料の着用は水虫の予防効果に特に有

効と認められる。


